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無
防
備
地
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宣
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西
宮

 

（
戦

争
非

協
力
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西
宮

市
に

平
和

無
防

備
条

例
を

実
現

す
る

会
 

〒
6

6
2

-
0

9
1

3
 

西
宮

市
染

殿
町

3
-
1

1
-
1

0
1
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-
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0
8

0
-
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3
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7
-
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3
1

1
 

西
宮
市
議
会
議
員
（
50
音
順
）
 

 明
石

良
昭
（
下
大
市
西
町

) (
無
）

 
石

埜
明

芳
（
南
甲
子
園
２
丁
目

) (
政
）

 
今

村
岳

司
（
津
門
西
口
町

) (
蒼
）

 
岩

下
彰
（
段
上
町
６
丁
目

) (
市
）

 
上

田
さ

ち
子
（
川
添
町

) (
共
）

 
上

向
井

賢
二
（
神
原

) (
政
）

 
魚

水
け

い
子
（
甲
子
園
二
番
町

) (
公
）

 
大

川
原

成
彦
（
田
代
町

) (
公
）

 
片

岡
保

夫
（
深
津
町

) (
市
）

 
上

谷
幸

彦
（
山
口
町
上
山
口
１
丁
目

) (
蒼
）

河
崎

は
じ

め
（
門
戸
岡
田
町

) (
市
）

 
川

畑
和

人
（
南
甲
子
園
３
丁
目

) (
公
）

 
喜

田
侑

敬
（
上
鳴
尾
町

) (
政
）

 
木

村
嘉

三
郎
（
松
下
町

) (
に
）

 
草

加
智

清
（
小
松
南
町
１
丁
目

) (
蒼
）

 
栗

山
雅

史
（
甲
風
園
１
丁
目

) (
甲
）

 
小

林
光

枝
（
段
上
町
３
丁
目

) (
市
）

 
阪

本
武
（
戸
田
町

) (
市
）

 
ざ

こ
宏

一
（
桜
谷
町

) (
に
）

 
佐

藤
み

ち
子
（
高
須
町
１
丁
目

) (
共
）

 
し

ぶ
や

祐
介
（
伏
原
町

) (
蒼
）

 
嶋

田
克

興
（
産
所
町

) (
甲
）

 

 白
井

啓
一
（
今
津
大
東
町

) (
公
）

 
管

庸
夫
（
津
門
綾
羽
町

) (
政
）

 
杉

山
た

か
の

り
（
津
門
仁
辺
町

) (
共
）

 
た

か
は

し
倫

恵
（
門
戸
東
町

) (
無
）

 
た

て
が

き
初

男
（
段
上
町
８
丁
目

) (
共
）

 
田

中
正

剛
（
南
郷
町

) (
蒼
）

 
田

中
渡
（
鳴
尾
町
４
丁
目

) (
甲
）

 
谷

口
哲

司
（
松
ケ
丘
町

) (
に
）

 
田

村
ひ

ろ
み
（
川
東
町

) (
公
）

 
つ

か
だ

誠
二
（
津
門
呉
羽
町

) (
市
）

 
中

尾
孝

夫
（
山
口
町
下
山
口
４
丁
目

) (
市
）

 
中

川
經

夫
（
高
須
町
２
丁
目

) (
蒼
）

 
中

西
甚

七
（
高
須
町
１
丁
目

) (
政
）

 
中

村
武

人
（
池
田
町

) (
政
）

 
西

田
い

さ
お
（
神
呪
町

) (
甲
）

 
野

口
あ

け
み
（
今
津
野
田
町

) (
共
）

 
蜂

谷
倫

基
（
大
谷
町

) (
政
）

 
町

田
博

喜
（
高
須
町
１
丁
目

) (
公
）

 
美

濃
村

信
三
（
老
松
町

) (
公
）

 
三

原
憲

二
（
甲
子
園
口
２
丁
目

) (
蒼
）

 
森

池
と

よ
た

け
（
甲
陽
園
目
神
山
町

) (
市
）

 
八

木
米

太
朗
（
名
塩
２
丁
目

) (
に
）

 
楽

野
信

行
（
高
座
町

) (
公
）

 

会
派
（
50
音
順
）
 （

公
）
公

明
党

議
員

団
、

（
甲

）
甲

雄
会

、
（
市

）
市

民
ク

ラ
ブ

、
（
政

）政
新

会
、

 

（
蒼

）
蒼

志
会

、
（
に

）
に

し
ま

ち
ネ

ッ
ト
、

（
共

）
日

本
共

産
党

西
宮

市
会

議
員

団
、

（
無

）
無

所
属

 

「
西

宮
市

平
和

無
防

備
都

市
条

例
」

（
案

）
よ

り
抜

粋
 

第
２

条
（
市

民
の

平
和

的
生

存
権

）
 

１
．

西
宮

市
民

は
、

平
和

の
う

ち
に

生
存

す
る

権
利

を
有

す
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

第
３

条
（
市

の
責

務
）
 

１
．

西
宮

市
は

、
戦

争
に

関
す

る
事

務
を

お
こ

な
わ

な
い

。
 

２
．

西
宮

市
は

、
軍

事
施

設
の

建
設

を
認

め
な

い
。

 

第
５

条
（
無

防
備

地
域

宣
言

）
 

１
．

西
宮

市
は

、
平

時
か

ら
無

防
備

地
域

の
条

件
を

満
た

す
よ

う
に

努
め

る
。

 

 
(1

)す
べ

て
の

戦
闘

員
並

び
に

移
動

兵
器

及
び

移
動

軍
用

設
備

が
撤

去
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
(2

)固
定

し
た

軍
用

の
施

設
又

は
営

造
物

が
敵

対
目

的
に

使
用

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

。
 

 
(3

)当
局

又
は

住
民

に
よ

り
敵

対
行

為
が

行
わ

れ
て

い
な

い
こ

と
。

 

 
(4

)軍
事

行
動

を
支

援
す

る
活

動
が

行
わ

れ
て

い
な

い
こ

と
。

 

２
．

西
宮

市
は

、
戦

時
あ

る
い

は
そ

の
恐

れ
が

明
白

な
時

、
無

防
備

地
域

の
宣

言
を

行
い

、
 

日
本

国
政

府
お

よ
び

当
事

国
に

通
告

す
る

。
 

第
６

条
（
平

和
行

政
の

推
進

）
 

西
宮

市
は

、
世

界
平

和
の

実
現

の
た

め
に

次
の

各
号

の
事

業
を

実
施

す
る

。
 

(1
)平

和
の

た
め

の
国

際
交

流
事

業
、

ア
ジ

ア
諸

都
市

と
の

平
和

友
好

都
市

づ
く
り

 
（
以

下
略

）
 

憲
法

と
国

際
人

道
法

を
生

か
す

。
 

戦
争

を
な

く
す

。
平

和
を

つ
く

る
。

 

条
例

制
定

請
求

代
表

者
 

野
田

暢
子

（
西

宮
市

に
平

和
無

防
備

条
例

を
実

現
す

る
会

）
 

鍋
島

香
代

（
憲

法
勉

強
会

ベ
ア

テ
の

会
）
 

藤
田

和
（
西

宮

市
学

童
保

育
連

絡
協

議
会

・
役

員
）
 

在
間

秀
和

（
弁

護
士

）
 

松
井

幸
雄

（
西

宮
市

原
爆

被
害

者
の

会
・
相

談
役

）
 

各
市
会
議
員
の
連
絡
先
 
ht
tp
:/
/w
ww
.n
is
hi
.o
r.
jp
/ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
 
最
近
配
付
さ
れ
た
「
市
民
便
利
帳
」
Ｐ
１
１
４
～
１
１
５
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
 
０
７
９
８
－
３
３
－
６
３
８
０
（
議
会
事
務
局
）
 

は
が
き
 
〒
６
６
２
－
８
５
６
７
西
宮
市
役
所
 議
会
事
務
局
気
付
 


